
い
る
所
は
江
戸
時
代
に

な
っ
て
築
か
れ
た
も
の
。

豊
臣
時
代
に
は
自
然
石

を
切
り
出
し
た
ま
ま
重

ね
て
い
く
野
面
積
み
と

い
う
古
く
か
ら
の
技
法

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」。

見
比
べ
て
み
る
と
石
の

種
類
も
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。「
豊

臣
時
代
に
主
に
使
わ
れ

て
い
た
の
は
結
晶
片
岩

と
呼
ば
れ
る
石
で
、
板

状
に
割
れ
や
す
い
性
質

を
持
ち
、
城
の
周
囲
や

近
隣
地
域
か
ら
切
り
出

さ
れ
た
も
の
で
す
。
対

し
て
江
戸
時
代
の
石
垣

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

は
主
に
砂
岩
。
加
工
が
し
や
す
い
の
が

特
徴
で
、
こ
の
周
辺
で
は
な
く
遠
方
か

ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
秀
吉
は

和
歌
山
城
を
紀
州
支
配
の
拠
点
と
し
て

い
ち
早
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
し

て
い
た
の
で
、
近
場
か
ら
石
材
を
集
め

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
」。

　

石
段
を
登
っ
て
、
築
城
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
た
様
子
が
わ
か
る
天
守
台

石
垣
へ
。
豊
臣
時
代
、
築
城
時
に
積
ま

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
和
歌
山
城
で
最
も

古
い
石
垣
で
、
こ
ち
ら
も
野
面
積
み
で

積
ま
れ
て
い
る
。
伊
津
見
さ
ん
が
注
目

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
示
し
た
の
は
、
天
守

台
の
石
垣
の
上
部
。
結
晶
片
岩
の
中
に

白
い
石
材
が
混
じ
っ
て
い
る
。「
あ
れ

は
別
の
用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を

運
び
、
石
垣
の
材
料
と
し
た
も
の
で

す
。
和
歌
山
城
を
築
城
す
る
た
め
に
周

辺
か
ら
材
料
に
な
り
そ
う
な
大
き
な
石

で
あ
れ
ば
手
当
た
り
次
第
に
持
っ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。
他
に
よ
く
見
ら
れ
る

石
塔
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
あ
の
よ
う
な

石
は
『
転
用
石
』
と
呼
ば
れ
、
秀
吉
だ

け
で
な
く
織
田
信
長
が
築
城
し
た
城
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
平
和
な
江
戸
時
代
に

築
か
れ
た
城
は
見
栄
え
を
考
慮
し
ま
す

が
、
和
歌
山
城
は
居
住
目
的
で
は
な
く

侵
攻
作
戦
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
大

き
か
っ
た
こ
と
が
、
石
垣
か
ら
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　

最
初
に
訪
れ
る
の
は
、
和
歌
山
市
の

シ
ン
ボ
ル
・
和
歌
山
城
だ
。
町
の
中
心

部
に
美
し
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
、

壮
麗
な
城
郭
、
周
囲
の
お
堀
を
早
朝
か

ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の

姿
に
、
こ
の
城
が
地
域
に
愛
さ
れ
続
け

て
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
８
代

将
軍
吉
宗
も
過
ご
し
た
紀
州
徳
川
家
の

居
城
だ
が
、
築
城
し
た
の
は
豊
臣
秀
長
。

命
じ
た
の
は
秀
吉
で
あ
る
。
１
５
８
５

（
天
正
13
）年
、
秀
吉
は
10
万
人
の
大
軍

勢
を
率
い
て
天
下
統
一
に
向
け
て
本
格

的
な
紀
州
攻
め
を
行
っ
た
。
根ね
ご
ろ
し
ゅ
う

来
衆
、

雑さ
い
か
し
ゅ
う

賀
衆
ら
地
侍
た
ち
を
制
し
ほ
ぼ
平
定

を
成
し
遂
げ
る
と
、
紀
州
支
配
の
拠
点

と
し
て
水
運
の
要
所
で
あ
る
紀
の
川
河

口
部
に
和
歌
山
城
の
築
城
を
命
じ
た
。

こ
れ
が
和
歌
山
城
の
は
じ
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
る
。
築
城
後
、
秀
吉
や
秀
長
が

こ
の
城
に
居
住
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

秀
長
の
城
代
と
し
て
桑
山
家
が
、
関
ケ

原
の
合
戦
後
に
は
浅
野
家
が
入
城
し
、

１
６
１
９
（
元
和
５
）
年
に
は
徳
川

家
康
の
十
男
・
頼
宣
が
入
城
し
た
。
主

が
変
わ
り
時
代
ご
と
に
城
郭
も
変
わ
る

中
で
、
豊
臣
時
代
の
名
残
は
消
失
し
て

し
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

案
内
を
し
て
く
れ
る
の
は
、
和
歌
山

城
整
備
企
画
課
の
学
芸
員
・
伊
津
見
孝

明
さ
ん
。
豊
臣
時
代
の
城
の
名
残
は
、

石
垣
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
天
守
閣
を

支
え
て
い
る
石
垣
を
見
て
い
る
と
、
場

所
に
よ
っ
て
石
積
み
に
違
い
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。「
石
垣
一
つ
ひ
と
つ
が

き
れ
い
な
立
方
体
の
形
に
整
え
ら
れ
て

「豊臣兄弟」の足跡を訪ねて
天下人・豊臣秀吉と、“最強の腹心”と呼ばれた弟の豊臣秀長の絆を
描いた2026年大河ドラマ『豊臣兄弟！』。作品の人気が高まるにつれ、
豊臣兄弟ゆかりの地として注目が集まっているのが、和歌山県だ。
和歌山といえば徳川御三家の一角・紀州徳川家のお膝元。しかし歴史
を掘り起こすと、戦国乱世を駆け抜けた豊臣兄弟の足跡が見えてくる。

（写真右）和歌山城が築かれた「虎伏山（と
らふすやま）」で見られる石垣は、秀吉・
秀長の時代に積まれたもの。野面積みの
野趣あふれる雰囲気が “ 戦う城 ” として
の逞しさを示す

（写真左）徳川時代に入ると石を切り出す技術も上がり、遠
方から砂岩や花崗岩が運ばれるようになった。きれいに切り
揃え正確に積まれた石材が紀州徳川家の格式の高さを表し
ている

和歌山城整備企画課
学芸員　伊津見 孝明さん

（写真右）右手前が豊臣時代の野面積み、左
が徳川時代の「打ち込みハギ」という技法の
石垣。野面積みを抑え込むように取り付けら
れている

（写真左）天守台石垣は和歌山城で最も古いとされ、各所
に解体した石塔の部材などを組み込んでいる。戦国時代の
城には時々見られるという

■和歌山城
和歌山市一番丁 3
☎︎ 073・435・1044

石
垣
が
語
る
城
主
の
姿

石
垣
が
語
る
城
主
の
姿

和
歌
山
城

和
歌
山
城

天守閣から紀の川を臨む。河口に整備された港に出入りする船の様子も見逃さない

和歌山城が築かれた山は、
遠くから見えると虎が伏せて
いる姿に見えたことから「虎
伏山（とらふすやま）」と呼
ばれていた。城内にある伏
虎像の後ろにも豊臣時代の
石垣がある

和歌山県

和わ

歌か

山や

ま

歴
史
の旅

5455



豊
臣
時
代
の

和
歌
山
城
を

知
る

和歌山市内の
豊臣家ゆかりスポット

城の正面玄関が移動？城の正面玄関が移動？

和歌山城築城の鎮守の神和歌山城築城の鎮守の神

岡口門

刺
さ す

田
た

比
ひ

古
こ

神社

大手門といえば城の正面玄関。実は現在の和歌山城の大手門（写真右）は、江戸時
代に新たに造られたもので、豊臣時代には現在の裏側に近い場所にある「岡口門」（写
真上）が大手門として機能していたといわれている。大手門を移動する必要があった
理由はなぜか？それは和歌山城が築かれたことで人口が増加し、当時のメインストリー
トでは手狭になったため、北側に大手門を移動し城下町を整備したことが理由とされ
ている。

創建より1000 年以上の歴史を持つ由緒ある古
社。この一帯が「岡」と呼ばれていたことから「岡
の宮」とも称される。秀吉が和歌山城を築城す
る際に同社を鎮護の神として尊び、秀長も社殿
の修繕を命じた。境内には和歌山城と同じ結晶
片岩の石垣が残っている。

豊臣時代の石垣に用いられた結晶片岩。近場から切り出された
というが、何とその石切り場は和歌山城の目と鼻の先にあった。
現在は「岡公園」として整備されている敷地内に、かつての石
切丁場跡が残っている。結晶片岩は別名“ 紀州の青石 ”とも呼
ばれており、断面が青みがかって見えるのが特徴。和歌山城が
この場所に築かれた理由には、紀湊（きのみなと）を押さえる
目的に加え、石材の調達が容易だったということも挙げられる。

古くは「三五寺」と称していた。秀長の城代として和歌山城の
初代城主となった桑山重晴が現在の場所に寺を移築し、桑山
氏の菩提寺とした。その際に、重晴が珊瑚の数珠を寄進したこ
とから「珊瑚寺」と呼ばれるようになったという。

現在、来迎寺（らいごうじ）という寺院が建ち、その敷地内に
太田城跡の石碑が建立されている。太田城は秀吉の紀州攻め
の際に武装集団・雑賀衆が籠城し抗戦。秀吉軍は城を取り囲
む堤防を築き水攻めを行った。来迎寺の付近には戦いで亡く
なった者たちを弔う小山塚が築かれている。

和歌山城の歴史をもっと知りたくなったらここへ。場内にある
「わかやま歴史館」では、和歌山城の成り立ちや紀州徳川家に
ついて貴重な資料やパネル展示で解説している。秀長の家臣で
築城の指揮を執った藤堂高虎や、城代として入城した桑山重晴
の紹介も詳しい。歴史館の1階には観光案内所やお土産売り
場もあり休憩スポットとしてもおすすめ。

石材は現地調達！
秀長の城代・桑山氏の菩提寺容赦ない水攻めで翻弄

ここで学ぼう！

岡公園珊瑚寺太田城跡 わかやま歴史館

■刺田比古神社
和歌山市片岡町２・９
☎︎ 073・422・6576

■珊瑚寺
和歌山市鷹匠町 1・7・1
☎ 073・422・8387

■わかやま歴史館
和歌山市一番丁 3
☎ 073・435・1044

■太田城跡／来迎寺
和歌山市太田 2・3・７
☎ 073・471・0490

■岡公園
和歌山市岡山丁３
☎ 073・435・1152

大手門と一の橋
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秀
吉
は
全
国
統
一
を
果
た
す
過
程
で

日
本
各
地
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
各
地

を
平
定
し
て
い
く
。
九
州
で
あ
れ
ば
、

抵
抗
勢
力
と
な
っ
た
の
は
島
津
氏
を
は

じ
め
と
す
る
九
州
の
諸
大
名
だ
っ
た
。

し
か
し
紀
州
の
場
合
は
異
な
っ
た
よ
う

だ
。「
ま
ず
紀
州
の
場
合
は
、
大
大
名

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
一
国
を
支
配
す
る

戦
国
大
名
が
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
代
わ
り
守
護
や
奉
公
衆
、
地
侍
、
寺

社
が
そ
れ
ぞ
れ
領
地
を
守
り
、
村
人
や

寺
僧
か
ら
成
る
大
き
な
武
力
と
影
響
力

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。“
戦
国
最
強
の

鉄
砲
集
団
”
と
呼
ば
れ
た
雑
賀
衆
、
根ね

来ご
ろ

寺じ

を
拠
点
と
す
る
根
来
衆
、
高
野
山

な
ど
が
代
表
的
で
す
。
雑
賀
衆
は
秀
吉

の
主
君
で
あ
る
織
田
信
長
と
も
敵
対
し

た
本
願
寺
の
門
徒
。
秀
吉
は
圧
倒
的
な

兵
力
を
率
い
て
紀

州
に
攻
め
込
む
と
、

彼
ら
の
拠
点
で
あ

る
寺
社
を
次
々
に

攻
め
落
と
し
て
い

き
ま
し
た
」。

　

戦
国
大
名
に
く

み
す
る
こ
と
な
く

自
治
集
団
を
組
織

す
る
紀
州
を
、
秀

吉
に
随
行
し
て
い

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
は
、「
宗
教
団
体
が
四
つ
五
つ

あ
り
、
そ
の
お
の
お
の
が
大
い
な
る
共

和
国
的
存
在
」
と
記
し
て
い
る
。
紀
州

の
地
侍
た
ち
は
琉
球
や
中
国
な
ど
と
交

易
を
行
い
、
豊
か
な
経
済
力
を
持
っ
て

お
り
、
鉄
砲
や
鉄
砲
玉
の
原
料
と
な
る

鉛
も
輸
入
し
て
い
た
。
そ
の
勢
力
は
天

下
統
一
を
目
指
す
秀
吉
に
と
っ
て
大
き

な
脅
威
に
な
り
得
た
だ
ろ
う
。

「
全
国
平
定
の
初
期
に
紀
州
攻
め
は
行

わ
れ
、
秀
吉
の
軍
勢
は
10
万
人
か
ら

20
万
人
に
も
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ほ
ぼ
制
圧
で
き
る
目
途
が

つ
い
た
頃
に
和
歌
山
城
を
築
城
。
次
の

目
標
で
あ
る
四
国
攻
め
の
拠
点
を
築
い

た
の
で
す
」。

　

紀
州
攻
め
と
い
う
大
き
な
山
場
を
乗

り
越
え
た
秀
吉
。
次
は
い
よ
い
よ
四
国

攻
め
へ
と
駒
を
進
め
る
。
紀
州
を
抑
え

て
お
け
ば
四
国
は
も
う
目
と
鼻
の
先
だ
。

秀
吉
に
と
っ
て
紀
州
攻
め
の
成
功
は
全

国
統
一
へ
の
重
要
な
足
掛
か
り
だ
っ
た

と
い
え
る
。
和
歌
山
城
は
物
流
の
要
所

で
あ
る
紀
の
川
の
河
口
付
近
に
作
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
紀
の
川
の
源
流
は
紀
伊

山
地
。
現
在
も
高
級
木
材
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
紀
州
材
や
吉
野
材
の
産
地
へ

繋
が
っ
て
い
る
。
築
城
に
も
大
掛
か
り

な
戦
術
に
も
丈
夫
な
木
材
は
不
可
欠
だ
。

秀
吉
に
と
っ
て
紀
州
・
和
歌
山
は
、
四

国
へ
進
軍
す
る
た
め
の
兵
站
基
地
と
し

て
何
と
し
て
も
手
に
入
れ
て
お
き
た
い

価
値
あ
る
土
地
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

真
言
宗
の
開
祖
・
空
海
が
開
い
た

高
野
山
で
修
業
を
重
ね
、“
真
言
宗

中
興
の
祖
”
と
呼
ば
れ
た
覚か
く

鑁ば
ん

上
人

が
開
山
。
根
來
衆
の
本
拠
と
な
っ
た

が
、
紀
州
攻
め
の
際
に
秀
吉
軍
に
攻

め
落
と
さ
れ
る
。
秀
吉
に
よ
り
焼
き

討
ち
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
一
説

に
は
根
來
衆
が
撤
退
す
る
際
に
失
火

し
た
と
も
。
復
興
が
許
さ
れ
た
の
は

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
。
紀
州
徳

川
家
の
外
護
を
受
け
て
主
要
な
伽
藍

が
復
興
さ
れ
た
。

　

７
７
０
年
に
開
か
れ
た

と
さ
れ
る
古
刹
で
、
西

国
三
十
三
所
第
二
番
札
所
。

紀
州
攻
め
の
際
に
秀
吉
の

軍
勢
が
迫
る
も
、
観
音
堂

に
仕
え
て
い
た
娘
・
春
子

が
白
い
狐
の
姿
と
な
っ
て

身
を
挺て
い

し
、
軍
を
率
い
て

い
た
秀
長
か
ら
「
焼
き
討

ち
禁
制
」
の
書
状
を
得
た

と
い
う
伝
説
が
残
る
。
和
歌
山
屈
指

の
桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

こ
ち
ら
も
７
７
０
年
創

建
の
古
刹
で
、
強
大
な
勢

力
を
保
持
し
て
い
た
が
根

來
寺
と
同
時
期
に
秀
吉
軍

に
よ
っ
て
攻
め
落
と
さ
れ

全
山
焼
失
し
た
。
近
く
に

は
本
堂
防
衛
の
た
め
に
猿

岡
城
が
築
城
さ
れ
て
い
た

が
、
制
圧
後
に
和
歌
山
城

築
城
を
指
揮
し
た
藤
堂
高

虎
が
け
ん
制
の
た
め
に
入
城
し
居
住

し
た
。
粉
河
寺
は
江
戸
時
代
に
紀
州

徳
川
家
の
寄
進
を
受
け
て
復
興
す
る
。

豊
臣
兄
弟
は
紀
州
の
何
を
恐
れ
た
か

秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
お
い
て
抵
抗
勢
力
と
な
っ
た
の
が
、
紀
州
の
在
地
領
主
が
抱
え
る

武
装
集
団
と
寺
社
の
僧
兵
た
ち
だ
っ
た
。
現
在
の
和
歌
山
県
内
で
秀
吉
ゆ
か
り
の
場
所

を
探
す
と
、
多
く
の
寺
社
に
激
し
い
戦
い
の
歴
史
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
秀
吉

に
と
っ
て
の
紀
州
攻
め
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
秀
吉
は
紀
州
の
何
を
恐
れ
た
の
か
。
和

歌
山
県
立
博
物
館
の
学
芸
課
長
・
坂
本
亮
太
さ
ん
に
聞
い
た
。

他
地
域
と
異
な
る
紀
州
で
の
戦
い

和歌山県立博物館
学芸課長 坂本 亮太さん

根根ねね

来来ご

ろ

ご

ろ

寺寺じじ

紀
三
井
寺

紀
三
井
寺

粉粉ここ

河河か

わ

か

わ

寺寺で

ら

で

ら

■根來寺
和歌山県岩出市根来 2286
☎ 0736・62・1144

■紀三井寺
和歌山市紀三井寺 1201
☎ 073・444・1002

■粉河寺
和歌山県紀の川市粉河 27827
☎ 0736・73・4830

豊臣秀吉 肖像画　
佐賀県立名護屋城博物館 所蔵

紀の川の河口は広く、材木を運搬する大きな船も行き交うことができた。そのため戦に兵を
派遣したり武器や物資を運んだり、迅速に計画を実行することができた

「春子稲荷」が
祀られ、鏝絵で
春 子 の 伝 説 が
描かれた白壁が
ある

楼門から本堂へは 231段の石段が続く。ケーブルカーに乗ってスムー
ズに参拝することもできる

根來寺大塔。秀吉の侵攻を受けても大塔や大師堂などは焼け残った

開創は奈良時代末期。人々の信仰を受けて繁栄したが秀吉による紀
州攻めで堂塔や伽藍、寺宝などを焼失した。紀州徳川家のもと復興。
桜の名所としても有名 現 在は 秋 葉 山 公

園として整備され
ている猿岡城跡。
粉河寺境内から歩
いて山道を登り公
園へ

豊臣家ゆかりの寺社

5859



南海
和歌
山港
線

わ
か
や
ま
電
鉄
貴
志
川
線

南海
和加
太線

南海本線

和歌山駅

紀三井寺駅

和歌山市駅

752

13

15

135

137

136

138

14326

42

24

bring book store
和歌山県立近代美術館

［P61］

岡公園
［P56］

珊瑚寺
［P57］

わかやま歴史館
［P56］

和歌山城
［P55］

刺田比古神社
（岡の宮）
［P57］

太田城跡
［P57］

花山温泉
薬師の湯
［P61］

紀三井寺［P59］

和歌の浦
［P60］

岡公園
［P56］
岡公園
［P56］

関西国際
空港

和歌山市

42

南海
本
線

和歌山市

根来寺［P59］
粉河寺［P59］

根来寺［P59］
粉河寺［P59］

高野山 金剛峯寺
［P60］

那智山青岸渡寺
［P60］

関
西
国
際
空
港

飛行機・車
でのアクセス

約１時間約 40 分

飛行機リムジン
バス

JR
和
歌
山
駅

福
岡
空
港

　

真
言
宗
の
総
本
山
・
高
野

山
は
、
紀
州
攻
め
の
災
禍
を

免
れ
た
寺
社
の
ひ
と
つ
。
ま

さ
に
攻
め
入
ろ
う
と
圧
力
を

掛
け
る
秀
吉
に
対
し
、
木も
く

食じ
き

応
其
と
い
う
僧
が
巧
み
な
交

渉
術
で
信
頼
を
得
て
焼
き
討

ち
を
回
避
。
秀
吉
は
そ
の
後
、

高
野
山
の
復
興
を
支
援
。
母

の
菩
提
寺
と
し
て
金
剛
峯
寺

を
建
立
し
、
弘
法
大
師
空
海

の
御
廟
が
あ
る
聖
地
に
豊
臣

家
の
墓
所
も
設
け
て
い
る
。

　

西
国
三
十
三
所
第
一
番
札
所
と
し
て
知
ら
れ
る
名

刹
。
熊
野
那
智
大
社
と
と
も
に
神
仏
習
合
の
霊
場
と

し
て
栄
え
、
２
０
０
４
年
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。
如
意
輪
観
音
を
祀
る
本
堂
（
重
要
文
化
財
）

は
、
天
正
18
年
に
豊
臣
秀
吉
が
秀
長
に
命
じ
再
建
し

た
も
の
。
堂
内
に
か
か
る
日
本
一
の
大
鰐
口
（
直
径

１
４
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
は
秀
吉
が
奉
納
し
た

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

潮
の
満
ち
引
き
に
よ

り
姿
を
現
す
干
潟
や
海

に
島
々
が
連
な
る
様
子

が
古
く
か
ら
多
く
の

人
々
の
心
を
打
ち
、
日

本
屈
指
の
景
勝
地
と
し

て
知
ら
れ
て
き
た
和
歌

の
浦
。
そ
の
絶
景
は
万

葉
集
に
も
詠
ま
れ
、
現

在
で
は
「
絶
景
の
宝
庫 

和
歌
の
浦
」
と
し
て
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
の
浦
を
遊
覧
し
た
秀
吉

は
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
自
分
が
築
城
し
た
城
に

「
和
歌
山
城
」
と
名
付
け
た
。
和
歌
の
浦
の
「
和
歌
」

と
地
名
の
「
岡
山
（
和
歌
山
城
の
あ
る
場
所
の
地
名
）」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
現
在
の
和
歌
山

と
い
う
地
名
の
由
来
も
和
歌
山
城
に
ち
な
む
。

高
野
山

高
野
山
金金こ

ん

こ

ん

剛剛ご

う

ご

う

峯峯ぶぶ

寺寺じじ

■高野山 金剛峯寺
和歌山県伊都郡高野町高野山 132
☎ 0736・56・2011

■花山温泉 薬師の湯
和歌山市鳴神 574
☎ 073・471・3277

■ bring book store
和歌山市吹上 1・4・１
☎ 073・425・4344

関西最強の炭酸泉。含有成
分が高濃度で、浴槽の縁に
結晶化するほどカルシウムや
鉄分、マグネシウムが豊富に
含まれており、毎週一度は堆
積する温泉成分を削り取らな
ければならないほどというか
ら驚きだ。

和歌山県立近代美術館の 2 階
にある人気のカフェ。テラス席
からは和歌山城の天守閣を一
望できる。人気メニューは特製
の梅酢をかけて味変を楽しめる
『特製キーマカレー』。和歌山特
産の梅を使った風味豊かなラン
チを楽しもう。

和歌山城を臨むミュージアムカフェ 驚くほど濃厚な天然温泉

bring book store 花山温泉 薬師の湯

おすすめ
立ち寄りスポット

那
智
山

那
智
山
青青せ

い

せ

い

岸岸が

ん

が

ん

渡渡とと

寺寺じじ

和
歌
の
浦

和
歌
の
浦

■那智山青岸渡寺
和歌山県東牟婁郡那智勝浦町那智山８
☎ 0735・55・0001

■和歌の浦
和歌山市和歌浦

那智山青岸渡寺の本堂後方から眺め
ると、那智の滝と朱塗りの塔の調和
が美しく、絶好のフォトスポットとなっ
ている

奥之院には弘法大師の
御廟があり、そこに続く
およそ 2 キロメートルの
参道沿いには 20 万基以
上の墓石や供養塔が建て
られている。墓碑は豊臣
一族だけでなく織田信長
や伊達政宗などの名前も

仁徳帝の頃（４世紀）、インドの僧、裸形上人が那智大滝で
修行を積み草庵を営んだのが最初と伝わる。平安時代には
｢蟻の熊野詣｣ といわれるほど熊野詣でが盛んになった

和歌の浦を一望できる玉津島神社裏の奠供
山（てんぐやま）

秀吉だけでなく山部
赤人や小野小町、松
尾芭蕉、夏目漱石な
ど多くの文人が訪れ
た。玉 津島 神 社の
境内にある山部赤人
の歌碑

奠供山の登山道がある
玉津島神社。「和歌三
神」に称された和歌の
名手、衣通姫尊（そと
おりひめのみこと）が
祀られている

金剛峯寺は高野山真言宗の総本山。秀吉は母・大政所（おおまんどころ）
の菩提を弔うために青厳寺を建立。隣に木食応其が建てた興山寺と合
併し、現在の金剛峯寺となった
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